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地域密着型金融の取組み もくじ 

君津信用組合 
大 項 目 小 項 目 主 幹 部 署 
1 地域密着型金融の推進 1.ライフサイクルに応じた取引先企業の 

支援強化 
  ①事業再生 
  ②創業・新事業支援 
  ③経営改善支援 
  ④事業承継 
2.事業価値を見極める融資手法をはじめ中小

企業に適した資金供給手法の徹底 
  ①目利き機能の向上をはじめ事業価値を

見極める融資＝不動産担保・個人保証

に過度に依存しない融資の徹底 
  ②中小企業に適した資金供給手法の徹底 
3.地域の情報集積を活用した持続可能な地域

経済への貢献 
  ①地域活性化につながる多様なサービス

の提供 
4. 当組合に求められる事項 

審査部 
 
 
 
 
 
審査部 
 
 
 
 
審査部 
 
 
 
 
業務部 総務部 
審査部 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】  君津信用組合 

項目 
１. ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

①事業再生 

取組方針 

 

当組合は協同組織金融機関として、相互扶助・非営利という特性を活かし

つつ、会員・組合員でもある取引先（小規模事業者）の身の丈・ニーズに合っ

た地域密着型金融への取組みが必要であり、取引先のライフサイクルに応じ

た各段階でのきめ細かい支援を推進することにより、地域の金融円滑化に貢

献していく。 

計画 

 

具体的 

取組策 

・ 千葉県信用保証協会の保証制度「求償権消滅保証・事業再生保証制

度・事業再生円滑化関連保証制度・再挑戦支援保証制度」等の積極的

な取組みを図る。 

・ 中小企業基盤整備機構及び千葉県・中小企業再生支援協議会・地域

金融機関によって組成された千葉県中小企業再生ファンドの投資事業

有限会社組合員として出資しており、ファンドの活用可能性について検

討していく。 

・  市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の有効活用を図

る。 

21 年度上期 

・ 千葉県信用保証協会の保証制度「求償権消滅保証・事業再生保証制

度・事業再生円滑化関連保証制度・再挑戦支援保証制度」等の積極的

な推進を図る。 

・ 千葉県中小企業再生支援協議会及び中小企業再生ファンドとの研修会

を実施し、事業再生事例からのノウハウの習得と、取組みの可能性を検

討していく。 

・ 市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の対象支援先の

選定を行い、支援活動を展開する。 

・  6／15 の経産省主催「改正産業活力再生特別措置法セミナ－」へ参加

し、知識・ノウハウの修得に努め、取組可能性を検討していく。 
実施スケジ

ュール 

21 年度下期 

・ 千葉県信用保証協会の保証制度「求償権消滅保証・事業再生保証制

度・事業再生円滑化関連保証制度・再挑戦支援保証制度」等の積極的

な推進を図る。 

・ 千葉県中小企業再生支援協議会及び千葉県中小企業再生ファンドの

取組みの可能性を検討していく。 

・ 市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の対象支援先の

支援活動を展開する。 

・  外部セミナ－に積極的に参加し知識・ノウハウの修得に努め、取組可能

性を検討していく。 

主幹部署・関連部署 審査部 審査二課・管理課 
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実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  評価と今後の課題 

・平成 21 年 6 月 4 日 
中小企業再生協議会による企業再生の研修会の開催 

・平成 21 年 12 月 8 日 
金融円滑化説明会への参加 

・平成 21 年 12 月 8 日 
条件変更対応保証制度説明会への参加 

・平成 22 年 1 月 26 日 
地域金融フォーラムで発表・参加 

・平成 22 年 3 月 11 日 
金融連携シンポジュウム 2010 への参加 

 
・ 平成 21 年 12 月 4 日施行の中小企業金融円滑化法に基づき 12 月 8

日「金融円滑化」「条件変更対応保証」の説明会参加。12 月 9 日全

店の店長・副長・融資担当を集め金融円滑化の説明会を開催。 
・ 「中小企業金融円滑化法に対する取組方針」「金融円滑化のための

取組強化について」を作成、ホームページ掲載・店頭掲示・訪問周

知を実施し、金融円滑化法の主旨に則り、条件変更相談・申出に積

極的に対応する組織体制を整え実施。 
・条件変更の実績 事業資金  133 件 2,866 百万円 
         住宅ローン 19 件  321 百万円 
 
・金融円滑化の、主旨にのっとり中小業者・住宅ローン利用者の条件変更の

申出に対して積極的に対応する。 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】 君津信用組合 

項目 

１、ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

②創業・新事業支援 

 

取組方針 

 

当組合の取引先については、個人事業主や中小零細企業が取引先の大

部分を占めており、地域の小規模事業者の置かれている状況は引続き厳し

く、協同組織金融機関としての特性である相互扶助や非営利を生かした取

組みを行うため、政府系金融機関である各公庫と開催する「業務連携にかか

る情報交換会等」に参加することによる情報収集、ならびに千葉県制度融

資・各市町村制度融資・（独）福祉医療機構と提携した協調融資・千葉県農

業信用基金協会の債務保証制度等を活用した創業・新事業支援を実施し、

地域の取引企業の支援強化を図って行きます。 

計画 

 

具体的 

取組策 

・ 政府系金融機関が開催する情報交換会等に積極的に参加し、情報の

共有化を図り取引先企業のニーズに合った支援を実施する。 

・ 千葉県ならびに県外郭団体が実施している施策に積極的に参加し、取

引先中小企業の支援策等を収集する。 

・ 市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の有効活用を図

る。 

・ 社会福祉法人への法人成りを計画する事業者を対象として、（独）福祉

医療機構と提携した協調融資の積極的推進を図る。 

・ 新規参入を計画する農業者を対象として、千葉県農業信用基金協会の

債務保証制度を活用した融資の積極的推進を図る。 

 

スケジュー

ル 
21 年度上期 

・ 6／9 経済産業局主催「金融連携シンポジュ－ム 2009－新事業支援」へ

参加し、取引先企業の支援策等を収集する。 

・ 市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の対象支援先の

選定を行い、支援活動を展開する。 

・ 千葉県等が施策している中小企業支援策を取引先に周知し、適切な支

援活動を実施する（千葉県信用保証協会の保証制度を各営業店に周知

する）。 

・ 平成 21 年 3 月より取扱い開始の（独）福祉医療機構と提携した協調融資

の積極的推進を図る。 

・  平成 21 年 5 月より取扱開始の千葉県農業信用基金協会の債務保証制

度を活用した融資の積極的推進を図る。 
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21 年度下期 

・ 外部セミナ－に積極的に参加し、知識・ノウハウの修得に努める。 

・ 千葉県等が施策している中小企業支援策を取引先に周知し、適切な支

援活動を実施する（千葉県信用保証協会の保証制度を各営業店に周知

する）。 

・  市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の対象支援先の

支援活動を展開する。 

・ （独）福祉医療機構と提携した協調融資の積極的推進を図る。 

・  千葉県農業信用基金協会の債務保証制度を活用した融資の積極的推

進を図る。 

 

主幹部署 

  実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   評価と今後の課題 

審査一課  審査二課 

・ 地域密着型金融商品である信組・信金専用提携保証「アクティブ 1,000」

を創業・新事業にかかわらず推進した（21 年度実績 21 件 59 百万円）。 

・ 5月15日千葉県保証協会を招き、業務打合せ会を実施し、保証制度の周

知徹底を図った。 

・ ２２年1月26日千葉財務事務所主催「金融フォ－ラム」に出席し、地域密

着型金融における地域金融機関の特色ある取組みとして取引先企業の

事業再生支援への取組として「求償権消滅保証制度を活用した事業再

生の取り組みについて」を発表。県内の 4 金融機関の取組事例の発表を

ヒアリングした。各取組事例について取組み可能性を検討していく。 

 

・ 今後、取組み実績をあげることが肝要と認識している。 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】  君津信用組合 

項目 

１、ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

③経営改善支援 

 

取組方針 

 

・ 要注意先債権等の健全債権化のため、要注意先以下の債務者企業の

経営改善支援に積極的に取組み、経営改善可能性をより的確に見極

め、本部と営業店が連携して経営改善支援を行なう。 

・ 同時に不良債権の新規発生防止のために、質の高い対面交渉を通じて

情報を蓄積し、経営指導や相談業務に、早期に取組んでいく。 

・ 上記の取組みを公表する。 

・ 市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の有効活用を図

る。 

 

計画 

 

具体的 

取組策 

・ 審査部審査二課と営業店が連携し、経営改善の可能性のある債務者の

選定・支援方針を検討して、経営改善支援活動を行ない、毎月その内

容を本部報告する。 

・ 職員による支援能力をフォローするため千葉県産業振興センターおよび

市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業を活用し、専門

家による経営指導を推進する。 

・ 要注意先等の経営改善先に対する営業店の健全債権化実績につい

て、業績評価への反映を実施する。 

・ ディスクロージャー誌等において経営改善支援取組み先数、ランクアッ

プ先数等について公表する。 

 

実施スケジ

ュール 
21 年度上期 

・ 経営改善の可能性のある債務者企業の選定、支援方針の検討及び支

援の開始。 

・ ディスクロージャー誌等において経営改善支援取組み先数、ランクアッ

プ先数等について公表する。 

・ 千葉県産業振興センターおよび市原商工会議所（中小企業相談所）の

専門家派遣事業の新規派遣先の開拓推進と専門家派遣先のフォロー。
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21 年度下期 

・ 支援方策の実施状況の適切なフォローと具体的な経営改善支援の拡

充。 

・ 千葉県産業振興センターおよび市原商工会議所（中小企業相談所）の

専門家派遣事業の新規派遣先の開拓の推進と専門家派遣先のフォロ

ー。 

・ 公表された経営改善支援事例集を研究し、ノウハウの習得と、取引先の

取組可能性を検討していく。 

 

 

 

 

主幹部署・関連部署 

  実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  評価と今後の課題 

審査部 審査二課 

・ 千葉県産業振興センターの専門家派遣事業を活用し、ＩＳＯ9001 取得を

図っている木更津市内の総合病院が認定を取得した。 

・ 経営改善支援先に本部・営業店が一体となり訪問支援を実施。 

・ 21 年 7 月、ディスクロージャー誌において平成 20 年度の経営改善支援取

組み先数、ランクアップ先数等について公表した。 

・ 21 年 11 月、ディスクロージャー誌において平成 21 年度の経営改善支援

取組み先数等について半期開示した。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 支援先事業者からは、理解が得られ積極的に改善に向けて取組みを継

続しております。今後として派遣事業を通じたノウハウの蓄積を如何に図っ

ていくか。更には当組合職員の人材育成を図ることが課題と認識しており

ます。 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】  君津信用組合 

項目 

１、ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

 ④事業承継 

 

取組方針 

 

・当組合の取引先においても事業承継問題については、経営改善支援の場

面にて大きな問題として取り上げられるケースがある。     

・日常の営業活動において、事業承継問題がある取引先についての情報

収・集を実施し、その取引先の問題点を検討し必要に応じて千葉県産業

振興センター等に支援依頼を行い、取引先企業とともに問題解決につい

ての支援を図る。 

・市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の有効活用を図

る。 計画 

 

具体的 

取組策 

・ 事業承継問題についての情報収集する体制を整備する。 

・ 千葉県ならびに千葉県産業振興センター等を活用した経営改善支援を

実施する。 

・ 特に、千葉県産業振興センターが行っている専門家派遣事業について

は、当組合の同制度活用実績も多く活用についてのノウハウがあり、今

後についても継続した活用を図る。 

・ 市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家派遣事業の有効活用を図

る。 

21 年度上期 

・ 事業承継問題がある取引先の情報収集を実施し、必要に応じて千葉県

産業振興センターおよび市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家

派遣事業に支援申請を行う。 

 
実施スケジ

ュール 

21 年度下期 

・ 事業承継問題がある取引先の情報収集を実施し、必要に応じて千葉県

産業振興センターおよび市原商工会議所（中小企業相談所）の専門家

派遣事業に支援申請を行う。 

主幹部署・関連部署 

実 績 

 

 

 

 

 

 

審査一課  審査二課 

・ 平成２０年 11 月 26 日木更津市内のコンクリ－ト製品製造販売業者に対し

専門家派遣（後継者の育成と経営改善指導）が承認され、２１年４月以降

も月１度のペースで専門家が同社を訪問し、営業店役席・本部部長・課長

同席にて後継者である専務を中心に経営改善指導を行った。 

・ 平成２１年 2 月 10 日木更津市内の電機工事業者に専門家との個別契約

を斡旋し（2 代目経営者の育成と経営改善指導）専門家が同社を訪問し、

営業店役席・本部部長・課長同席にて後継者である 2 代目社長を中心に
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  評価と今後の課題 

経営改善指導を行った。 

 

・ 支援先事業者からは、理解が得られ積極的に改善に向けて取組みを継

続しております。今後として派遣事業を通じたノウハウの蓄積を如何に図

っていくか。更には当組合職員の人材育成を図ることが課題と認識して

おります。 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】  君津信用組合 

項目 

2. 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法

の徹底 

①目利き機能の向上をはじめ事業価値を見極める融資＝不動産担保・個

人保証に過度に依存しない融資の徹底 

 

取組方針 

 

当組合の取引先企業の将来性や技術開発力等事業価値を見極める人材

を育成するため、融資審査能力（目利き能力）向上のための取組みを行うとと

もに、財務諸表の精度「中小企業の会計に関する指針」を勘案した融資商品

の開発ならびに既存融資商品の見直しを実施し、不動産担保・個人保証に

過度に依存しない融資の推進を図る。 

計画 

 

具体的 

取組策 

・ 当組合の特性を生かした営業活動により、密度の高い取引先との日常

的なコミュニケーションからの情報を活用した、目利き能力の向上を図

る。 

・ TKC 千葉会との協定にて発売した「きみしん TKC 経営者ローン」ならび

に県税理士会木更津支部と協力して発売した「税理士関与先向けビジ

ネスローン」については、「中小企業会計に関する指針」の提出ならびに

優遇金利制度を取入れてあり、商品の見直しを実施しながら積極的な推

進を図る。 

 

21 年度上期 

・ ＴＫＣ千葉会南総支部との情報交換を実施し、きみしんＴＫＣ経営者ロー

ンの積極的な推進を図る。 

 実施スケジ

ュール 

21 年度下期 

・ きみしんＴＫＣ経営者ローン・税理士関与先向けビジネスローンの積極

的な推進を図る。 

 

主幹部署・関連部署 

実 績 

 

 

 

 

 

 

 

  評価と今後の課題 

審査一課  審査二課 

・ 8 月 7 日ＴＫＣ千葉会南総支部の情報交換会に出席し、会員税理士と情

報を交換した。 

・ 1 月 13 日ＴＫＣ千葉会南総支部長宮澤先生経営改革セミナ－が開催され

出席し聴講した。 

・ 全営業店でＴＫＣ千葉会南総支部の先生の財務諸表・決算書の見方等

の勉強会を年３回程度実施。 

・ 21 年度、ＴＫＣ経営者ロ－ン実績  1 件 2 百万円 

 

・ 実績を踏まえ、今後も積極的に取り組んで行く。 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】  君津信用組合 

項目 

2、事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法

の徹底 

②中小企業に適した資金供給手法の徹底 

 

取組方針 

 

 当組合の主要取引先である中小零細企業に適した資金調達方法を推

進するため、赤字や債務超過・貸出条件の変更といった形式的な定量要因

の未で融資審査するのではなく、経営者の資質等を含めた定性的な情報の

収集により、より正確な経営実態や将来性を把握することにより資金繰りの円

滑化に対応・支援すべく取組んで行く。更に千葉県 CLO・売掛債権担保保

証融資の積極的な推進を行うとともに、スコアリングモデルを活用した融資商

品の活用が必要であるが、当組合の現状からして融資・開発は困難であるた

め、全信組連等上部団体にて商品開発情報を収集し、融資商品があれば積

極的に活用を図る。また、社会福祉法人を対象として、（独）福祉医療機構と

提携した協調融資および農業者を対象として、千葉県農業信用基金協会の

債務保証制度を活用した融資の積極的推進を図る。 
計画 

 

具体的 

取組策 

・ 千葉県 CLO は昨年度第３回の取扱があったが、今年度について取扱が

あれば参加するための検討を行う。 

・ 千葉県信用保証協会の保証制度「流動資産担保融資保証制度」等をは

じめとした制度融資の積極的な取組みを図る。 

・ スコアリングモデルを活用した融資については、自組合にての開発は困

難であると判断されるため、全信組連等上部団体からの情報収集を行い

ながら、外部機関による活用についても検討を図る。 

・  社会福祉法人を対象として、（独）福祉医療機構と提携した協調融資およ

び農業者を対象として、千葉県農業信用基金協会の債務保証制度を

活用した融資の積極的推進を図る。 

実施スケジ

ュール 
21 年度上期 

・ 動産担保融資（ＡＢＬ）を活用した融資を取組むため、同商品の取扱に

関する説明会等へ積極的に参加し知識を習得する。 

・ 千葉県信用保証協会が開催する保証制度説明会への参加 

・ 千葉県信用保証協会の制度融資の積極的な推進を図る。 

・ 平成 21 年 3 月より取扱い開始の（独）福祉医療機構と提携した協調融資

の積極的推進を図る。 

・ 平成 21 年 5 月より取扱開始の千葉県農業信用基金協会の債務保証制度

を活用した融資の積極的推進を図る。 
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21 年度下期 

・ スコアリングモデルを活用した融資を取組むための情報収集等を積極的

に行う。 

・ 動産担保融資（ＡＢＬ）を活用した融資の取扱について検討を行う。 

・ 千葉県信用保証協会の制度融資の積極的な推進を図る。 

・ （独）福祉医療機構と提携した協調融資の積極的推進を図る。 

・ ・  千葉県農業信用基金協会の債務保証制度を活用した融資の積極

的推進を図る。 

主幹部署・関連部署 

実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  評価と今後の課題 

 

審査一課 

・ 地域密着型金融商品である信組・信金専用提携保証「アクティブ 1,000」

を創業・新事業にかかわらず推進した（21 年度実績 21 件 59 百万円）。 

・ 全国緊急保証制度（経営の安定に必要な資金）の積極的推進の実績、

143 件 1,824 百万円 

・ 千葉県信用保証協会提携融資「ダッシュ 5000、スパ－ト 3000、アシスト

1000、バックアップ 1000」の積極的推進の実績、 11 件 107 百万円 

・ 福祉医療機構と提携した強調融資の積極的推進 実績 １件 ２百万円 

・ 千葉県農業信用基金協会の債務保証を活用した融資の積極的推進 

実績 ９件 60 百万円。 

 

 

・ 実績を踏まえ、今後も積極的に取り組んで行く。 
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【地域密着型金融の取組み（21 年 4 月～22 年 3 月】  君津信用組合 

項目 

3. 地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

①地域活性化につながる多様なサービスの提供 

 

取組方針 

 

地域社会に大きな影響を与えている多重債務問題について、当組合だけ

で問題解決できるものではないが、信用組合という特性を生かした営業活動

にて情報をキャッチし、多重債務防止策を図るとともに、多重債務問題の解

決手段の検討を図る。 

また、組合員個人ならびに事業者に対する資金ニーズを的確に把握した

上で密度の高い対応を図る。 

 

計画 

 

具体的 

取組策 

・ 多重債務問題については、当組合の特性である日常的な営業活動によ

る取引先とのコミュニケーションを活用し、多重債務発生防止ならびに問

題解決手段の検討を行う。 

・ 多重債務問題解決については、取引先からの相談に対応できる職員の

レベルアップが必要であり、定期的に内部研修会等による教育を行う。 

・  当組合の主要取引先である組合員個人・小規模事業者に対しては、常

に資金ニーズを把握する活動を行い、その資金ニーズに対応するため

融資商品（千葉県信用保証協会との信組・信金専用提携保証「アクティ

ブ 1000」、「ダッシュ 5000、スパ－ト 3000、アシスト 1000、バックアップ

1000」の積極的推進。 

 

 

実施スケジ

ュール 
21 年度上期 

・ 内部研修会や担当者会議を利用し、多重債務発生防止ならびに多重債

務問題の重要性を周知徹底する。 

・ 多重債務問題については、発生防止ならびに問題解決手段としての融

資商品の検討を行う。 

・ 千葉県信用保証協会との信組・信金専用提携保証「アクティブ 1000」を積

極的に推進して行く。 

・ 10 月 31 日取扱開始の全国緊急保証制度（経営の安定に必要な資金）の

積極的推進。 

・ 千葉県信用保証協会提携融資「ダッシュ 5000、スパ－ト 3000、アシスト

1000、バックアップ 1000」の積極的推進。 

・㈱ライフと提携し開発した「おまとめローン」の推進。 
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21 年度下期 

・ 内部研修会や担当者会議を利用し、多重債務発生防止ならびに多重債

務問題の重要性を周知徹底する。 

・ 多重債務問題については、発生防止ならびに問題解決手段としての開

発した融資商品化した、当組合独自の商品である「安心おまとめローン」

の推進。 

・ 千葉県信用保証協会との信組・信金専用提携保証「アクティブ 1000」を積

極的に推進して行く。 

・ 全国緊急保証制度（経営の安定に必要な資金）の積極的推進。 

・ 千葉県信用保証協会提携融資「ダッシュ 5000、スパ－ト 3000、アシスト

1000 、バックアップ 1000」の積極的推進。 

・㈱ライフと提携し開発した「おまとめローン」の推進。 

 

 

主幹部署・関連部署 

実 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価と今後の課題 

審査一課  業務課 

・ 地域密着型金融商品である信組・信金専用提携保証「アクティブ 1,000」

を創業・新事業にかかわらず推進した（21 年度実績 21 件 59 百万円）。 

・ 全国緊急保証制度（経営の安定に必要な資金）の積極的推進の実績、

143 件 1,824 百万円 

・ 千葉県信用保証協会提携融資「ダッシュ 5000、スパ－ト 3000、アシスト

1000、バックアップ 1000」の積極的推進の実績、 11 件 107 百万円 

・ 多重債務問題への対応として、㈱ライフと提携し開発した「おまとめロ－

ン」の取扱開始 21 年度実績 1 件 2 百万円 

・ 多重債務問題への対応として、当組合独自商品として「安心おまとめロ－

ン」の推進の実績 ２件 １３７百万円 

・ ６月１３日融資担当者研修の場で多重債務の発生防止、相談対応につ

いて説明。 

 

・ 多重債務者の発生防止ならびに問題解決手段として開発した上記融資

商品の推進を如何にリスクを捉えながら推進していくかであります。 
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【 地域密着型金融の取組 21 年 4 月～22 年 3 月】 君津信用組合 

項目 
4.当組合に特に求められる事項 

 

取組方針 

 

・税務関係セミナーを開催する。 

・医療講演会を開催する。 

・なの花会（年金友の会）を通じ地域の皆様が楽しく集える企画を考える。 
計画 

 
具体的 

取組策 

・税務関係（相続対策、後継者対策等）セミナーの開催 

・地域の専門医をお招きし、高齢者に多い疾病の予防と対処法について講

演会を開催する。 

・なの花会 

21 年度上期 

・なの花会企画 

  ①カラオケ倶楽部 

  ②グラウンドゴルフ大会 

  ③国内旅行 

  ④舞踊会 

  ⑤生け花会 

 

 

 

実施スケジ

ュール 

21 年度下期 

   

・税理士をお招きし、相続税対策または後継者対策等のセミナーを開催す

る。 

   

・専門医をお招きし高齢者向けの医療講演会を開催する。 

   

・なの花会企画 

  ①カラオケ倶楽部 

  ②グラウンドゴルフ大会 

  ③国内旅行 

  ④舞踊会 

  ⑤生け花会 

 

主幹部署・関連部署 

実 績 

 

 

  業務課 総務部 審査部 

・22 年 1 月 13 日「緊急経営対策セミナー」と題し、ＴＫＣ千葉会南総支部長

による「資金繰り対策と経営改善計画」 

千葉財務事務所所長による「中小企業金融の円滑化に向けた取組」につい



 
 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価と今後の課題 

て地域の中小企業経営者 90 名を招き本店 4 階会議室で講演会を開催。

・ 12 月 11 日木更津市内の総合病院の 医師による「人口膝関節置換術」

について本店 4 階会議室にて、なの花会員１０５名招き講演会を開催。 

・ なの花会企画 

① カラオケ倶楽部 １２月から３月の間全店でカラオケ発表会開催 

② グラウンドゴルフ大会 １０月４日全店大会開催。 

③ 国内旅行 ９月・１０月に全店のなの花会の国内旅行を実施。 

④ 舞踊会 ７月８日東太田支店にて開催 

⑤ 生け花会 月１度 東太田支店にて開催。 

 

・経済講演会・医療講演会についてお客様に好評であり、今後医療講演会

は一般のお客様を加えて年２回行う計画。 

・なの花会の行事について高齢化が進む中、地域でのコミュニケーションの

場としても重要で今後一層中身の充実を図っていくことが必要で課題です。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


